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「自分を支えているものマップ」

宇久中学校HPは
上の二次元バーコードから

宇久中学校への
ご意見等はこちらから

まずは話し合いのグループづくり

　集会の初めに、校長先生から今日の集会を
行う意味の説明がありました。
　その後は、話しやすい雰囲気と話し合いの
グループ作りのための活動です。「電話番号
の末尾の番号」や「星占いの星座」など、共
通の仲間を見つけてグループをつくるのです
が、「無言で行う、ジェスチャーはオッケ
ー」というルール付き！和やかな雰囲気の中
で集会が始まりました。

万人の万人に対する闘争万人の万人に対する闘争万人の万人に対する闘争

スタートダッシュ重要！スタートダッシュ重要！スタートダッシュ重要！

ギャラリーウォーク

ふるさとを愛し　主体的に学習し自らの判断で正しく行動できる生徒の育成

　今から２２年前の平成16年6月1日、佐世保市内
の小学校で6年生児童がクラスメイトをカッターナ
イフで切りつけ死亡させるという痛ましい事件が
起きました。この事件以来、佐世保市では毎年6月
1日を「いのちを見つめる日」そして6月を「いの
ちを見つめる強調月間」と定め、命の大切さ、か
けがえの無さを考える取組を行なっています。
　宇久中学校でもこの取り組みの一環として6月1
日（月）の1時間目に「いのちかがやく全校集会」
を行いました。そのときの様子をお届けします。

いよいよメインの活動「自分を支えているも
のマップ」の作成です。私たちの周りには、
自分たちを支えてくれているたくさんの「ひ
と、もの、こと」があります。それを１つ１
つふせんに書き出して模造紙に貼っていきま
す。貼られた付箋を使って、「自分を支えて
くれているものマップ」を作ります。活発な
話し合い活動が行われていました。

それぞれのグループが作ったマップを壁に貼
り、グループで一緒に見に行きます。仲間と
気づきを話し合いながら真剣に見て回ってい
ました。

裏面に続く



校長の話

最後に活動を振り返って、校長先生から以下
のような話がありました。

「模造紙に貼られた付箋の１つ１つは、皆
さんにとってかけがえのない存在です、そ
れと同時に、皆さん自身も、周りの人たち
にとってかけがえのない存在なのです。だ
から、周りの人の命も、自分の命も、大切
にしなければいけません。今の宇久中の皆
さんの心はまぶしいくらいの光を放ってい
ます。でも時には、光が弱くなったり、光
を放つことができなくなったりするかもし
れません。そんなときは、自分の心の光
で、その人を照らしてあげてください。み
んなで、宇久中学校をよりよい学校にして
いきましょう！」

今日の活動で、「いのち」や「いのちのか
がやき」について、考えるきっかけになっ
たらいいなと思います。

集会を終えての振り返り

　集会が終わった後、生徒に振り返りのア
ンケートを書いてもらいました。内容を紹
介します。

６月の取組の紹介

宇久中学校の生徒それぞれが輝けるよ
うにみんなの仲をより深めたりしてい
きたいと思った。
アイスブレイキングをしなくても常に
どんな意見でも言い合える状態だった
ら笑顔になるかなと思いました。
自分はいろいろなものや人たちに支え
られながら生きていることを知ること
ができた。自分以外の人々の意見に触
れて、考えを深めることもできた。
こういう集会があることによって、周
りの人の意見をしれたからいいと思う
意見をすぐに否定しないで、いいねや
否定しないことは大切だと思った。
自分も誰かにとっては大切な人？かも
しれないことを自覚して、他の人を大
切にするのはもちろんのこと自分のこ
とも大切にしていこうと思った。
人はいろんなひと・ものに支えられて
生きているし、自分も誰かを支えてい
る一部だということに気付くことがで
きました。
支えになっていると感じたものを忘れ
ないようにする。
普段から当たり前のように接して、話
してくれている友達や先生方へのあり
がたさや支えられてるなと実感したた
め、改めて支えてくれている方々に心
から感謝の気持ちを持って自分も接し
ようと思った。
お互いのことを知ることができたし、
自分や友達を支えているものを知るこ
とができて良かった。
いつも喋らない人と喋れてよかった。
自分を支えてくれる家族や周りの人を
大切にしたいと思います。また、家族
にとっては自分も大切な人、というこ
とを意識して、自分も大事にしていき
たいです。

宇久中学校では、６月中にさらに以下のよう
な取り組みを行っていきます。注目は16日
（火）３，４時間目の弁論大会！全校生徒が
それぞれの考えを熱弁します！どうぞ宇久中
にいらして、子供たちの活動をご覧くださ
い。お待ちしております。

　４日（水）：2階教科書センターで

　　　　　　　小中高の教科書展示　～7/7　　　　

15日（月）～19日（金）：学校開放

16日（火）：校内弁論大会

　　　　　　道徳公開授業

　　　　　　メディア講習会

17日（水）：小中高合同海岸清掃（大浜）

22日（月）：第1回定期テスト（～23日）

26日（金）：花植え活動（放課後）

29日（月）：６．２９平和集会


	ふるさとを愛し　主体的に学習し自らの判断で正しく行動できる生徒の育成
	宇久中学校だより
	　今から２２年前の平成16年6月1日、佐世保市内の小学校で6年生児童がクラスメイトをカッターナイフで切りつけ死亡させるという痛ましい事件が起きました。この事件以来、佐世保市では毎年6月1日を「いのちを見つめる日」そして6月を「いのちを見つめる強調月間」と定め、命の大切さ、かけがえの無さを考える取組を行なっています。 　宇久中学校でもこの取り組みの一環として6月1日（月）の1時間目に「いのちかがやく全校集会」を行いました。そのときの様子をお届けします。
	まずは話し合いのグループづくり
	　集会の初めに、校長先生から今日の集会を行う意味の説明がありました。 　その後は、話しやすい雰囲気と話し合いのグループ作りのための活動です。「電話番号の末尾の番号」や「星占いの星座」など、共通の仲間を見つけてグループをつくるのですが、「無言で行う、ジェスチャーはオッケー」というルール付き！和やかな雰囲気の中で集会が始まりました。

	「自分を支えているものマップ」
	いよいよメインの活動「自分を支えているものマップ」の作成です。私たちの周りには、自分たちを支えてくれているたくさんの「ひと、もの、こと」があります。それを１つ１つふせんに書き出して模造紙に貼っていきます。貼られた付箋を使って、「自分を支えてくれているものマップ」を作ります。活発な話し合い活動が行われていました。

	ギャラリーウォーク
	それぞれのグループが作ったマップを壁に貼り、グループで一緒に見に行きます。仲間と気づきを話し合いながら真剣に見て回っていました。
	スタートダッシュ重要！
	万人の万人に対する闘争
	裏面に続く



	校長の話

